
〔No．15〕コモン・レール式高圧燃料噴射システムの制御に関する記述として，不適切なものは次の

うちどれか。

（1）噴射圧力を高圧化することで液体の燃料が微粒化し，燃料の総表面積は大きくなり，周囲の吸入

空気や熱とよく触れることで良い燃焼状態となり，PMの発生を低減できる。

（2）サプライ・ポンプ本体には．フェイス・カム，プランジャ及びスピル弁により構成されるフェイ

ス・カム機構が採用され，従来の分配型インジェクション・ポンプのインナ・カム機構と比較す

ると超高圧化が可能となる。

（3）コモン・レールのレール部の燃料圧力は，レール圧センサにより計測され，エンジンECUに

フィードバック信号として送られているため，常にエンジンの状態に適した圧力に保たれている。

（4）電磁弁制御式インジェクタの燃料の噴射は，電磁弁のON・OFFでアウタ・バルブを移動させ，コ

マンド・ピストンとノズル・ニードルに加わる高圧燃料の圧力のバランスを制御することで行わ

れる。

答（２）

サプライ・ポンプはインナ・カム機構

従来の分配型インジェクション・ポンプはフェイス・カム機構
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